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芦 安 中 学 校 自 己 評 価 書 （ 後 期 ）  

 

令和４年１月２１日（金） 

南アルプス市立芦安中学校  

１ 後期自己評価の経過 

（１）後期教職員対象アンケート及び生徒対象・保護者対象アンケートの実施（１２月） 

（２）アンケート結果の考察を基に職員会議にて改善方策の審議（１月） 

小中一貫校の取組の観点から，評価項目は基本的に芦安小学校との共通で実施。 

  

２ 学校評価の分析と改善方策 

（１）学校運営・学校経営  

〔達成状況〕学校運営・学校経営に関して，全体として学校教育目標を意識した取組になっていると言

えるが，まださらなる改善の余地は残っており，現状を分析しながら全体的にバランスよく改善をお

こなっていく必要がある。２学期は新型コロナウィルス感染症予防のために中止した８月・９月の一

部の行事を除き，小中合同の行事や校内研究会をほぼ予定通り実施でき，新しい課題に向けた研究成

果が得られた。また，ＧＩＧＡスクール構想による１人１台パソコンの導入によって，校内研究のサ

ブテーマにＩＣＴの効果的な活用が加わり，研究主任を中心に校内研究会で研究を重ね，子どもたち

の授業の中に積極的にＩＣＴを活用し，個別指導の充実を目指して，個別最適な学びと協働的な学び

の研究に向けて取り組んでいる。校務分掌に関しては，個人の負担を軽減するためにできるだけ複数

体制をとり，相互に気軽に相談し合えるようにさらに連携体制を整えていく必要がある。 

 

〔改善策〕学校運営・学校経営に関して，全体として学校教育目標を意識した取組になっており，さら

に改善に向けて職員の意識を高め取り組んでいきたい。２学期は小中合同の行事や校内研究会をほぼ

予定通り実施でき，新しい課題に向けた研究成果が得られた。今後は１年間のまとめに向けて評価改

善を図っていきたい。また，ＧＩＧＡスクール構想による１人１台パソコンの導入によって，校内研

究のサブテーマにＩＣＴの効果的な活用が加わり，子どもたちの授業の中にＩＣＴが活用されるよう

になり，さらに個別指導の充実を目指し，個別最適な学びと協働的な学びの研究に向けて取り組んで

おり，ＩＣＴの効果的な活用が主体的・対話的で深い学びにつながっていくように，さらに研究を深

めていきたい。今年度の反省を受け，来年度の様々な教育活動の実施に向けて，ＰＤＣＡサイクルを

意識した取組をしながら，より一層の改善に努めていきたい。校務分掌に関して，個人の負担を軽減

するためにできるだけ複数体制をとり，より一層の相互連携を図っていきたい。 

 

（２）学習指導  

〔達成状況〕学習指導に関して概ね良好で，授業や学習について，「授業は楽しいですか」「授業はわか

りますか」という項目に対して，８割の肯定的な回答が得られている。授業では，やまなしスタンダ
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ードによる授業改善に取り組んでおり，授業の最初に授業のめあて（目標）を示して授業を展開しな

がら学習内容の定着を図り，振り返りを行うことで次への見通しを持たせて，学んだことを他の場面

で生かせるように指導している。また，授業中，発言や発表をしたり，教師や友達の発表に耳を傾け

るという項目で，授業に対する意識がさらに高くなってきており，集中力が身についてきている。ま

た，１人１台パソコンの継続的な活用によって，やまなしスタンダード（あしやすスタンダード）に

よる授業づくりと，子どもたちに個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた授業改善に取り組ん

でいる。しかし，授業の中でわからないことがあり，あまり楽しくないという生徒が１割，子どもの

授業内容の理解度を心配している保護者が２割強おり，よりわかりやすい授業や個別指導がさらに必

要である。家庭学習については，与えられたものについてはできるようになってきているが，自主学

習にはまだ課題がある。 

 

〔改善策〕授業や学習について，「授業は楽しいですか」「授業はわかりますか」という項目に対して，

８割の肯定的な回答が得られ概ね良好だが，２割の生徒と３割近い保護者が授業内容の理解度を不安

に思って否定的な回答をしている。授業の中でわからないことがあり，あまり楽しくないという生徒

に対して，よりわかりやすい授業を目指す授業改善とさらなる個別指導や放課後の学習サポート等を

行い，個別対応も含め生徒一人一人に寄り添い，生徒たちとの対話をより一層大切にしていきたい。

授業に対する意識や集中力が高まり，学力が身についてきているが，授業内容の理解度には，個人差

があるため，生徒のつまずきを丁寧に見取り，わかる授業に向けた授業改善と個別の生徒へのサポー

ト体制をさらに充実させていきたい。保護者の目からは，宿題がきちんとできていると感じられる割

合は６５％で，３５％の保護者は否定的な回答をしており，生徒のアンケートと意識の違いが見られ

る。宿題に関しては生徒たちの意識に変化が見られ徐々に改善されてきており，否定的な回答をして

いる生徒はなく，さらに発展的な学習に向けた指導や個別対応をさらに充実させていく必要がある。

課題のあった家庭学習については，家庭学習と授業との有機的な結びつきを意識した授業づくりにつ

いて研究し，宿題から自主学習へとさらに主体的に取り組めるように，自主学習ノート等も活用しな

がら指導していきたい。そして，家庭学習と授業との有機的な結びつきを意識した効果的な指導につ

いて自主学習ノート等も活用しながら指導し，家庭との連携をより一層強めていきたい。また，１人

１台パソコンの継続的な活用も含め，「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業の工夫および指導内

容や指導方法の改善を校内研究会を中心に組織的に推進し，わかる授業づくりをさらに研究していき

たいと考える。 

 

（３）生徒指導  

〔達成状況〕学校生活全般に関しては，「学校は楽しいですか」という項目に対して８割の生徒が肯定的

な回答をしているが，一人一人の状況を見てみると悩みや問題を抱えている生徒がいる。その一人ひ

とりに寄り添ってよりきめ細かな指導を行っていくと同時に，友達同士の人間関係にも注視していき

たい。「困ったときに相談できる友達がいますか」という項目で１割の生徒が否定的な回答をしてお

り，生徒全員が孤立することがないように目配り・気配りが必要である。あいさつは，かなり意識が
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高くなっており，全員が肯定的な回答をしている。学校生活において生徒たちの主体的に考え行動で

きる場面が増えてきており，全校で同じ目標に向かってさらに意識が高められるように指導や支援を

していきたい。また，当番や係・委員会の仕事・清掃活動への取組は徐々に改善されてきている。学

校のきまりの遵守やあいさつも，年々改善され，意識も高くなってきている。しかし，保護者は学校

での子どもの友達関係をとても心配しており，「仲の良い友達がいるか」は８割の保護者が，「困った

ときに相談できる友達がいるか」は７割の保護者が不安を抱いている。学校では，教師と生徒の信頼

関係を築くとともに，生徒の日々の様子を把握し，微妙な変化も見落とすことのないよう努めると同

時に，生徒同士の人間関係づくりを強力にサポートしていきたい。また，学校での出来事を話す時間

はあるかという項目では，９割以上の保護者が肯定的な回答をしており，学校での様子がある程度家

庭に伝わっており，今後も継続して家庭への情報発信を行っていきたい。２学期も不登校傾向による

別室指導が必要な生徒や教室で落ち着いて授業が受けられない生徒への対応として基本的に教科担

当が行い，必要に応じてそれ以外の職員も手が空いたところでフォローに回るようにしている。１学

期に保健室の利用に影響が出たことを受け，保健室が密にならないように別室も使い，職員同士でフ

ォローしながら毎日臨機応変に対応している。現在はスクールカウンセラーにもつなげ，ケース会議

を行ったりしながら専門家の意見も踏まえながら継続的に対応している。生徒指導では，生徒とのコ

ミュニケーションを日々積極的に行い，学校生活の中で生徒たちに寄り添い，一人一人との対話を大

切にしていくことが重要であると考える。 

 

〔改善策〕生徒の学校生活全般については，概ね肯定的な回答が多いが，一人一人の状況を見てみると

悩みや問題を抱えている生徒がおり，前期と比較するとやや改善されているが，学校での生徒たちの

友達関係を保護者はとても心配しており，「仲の良い友達がいるか」や「困ったときに相談できる友達

がいるか」に関しても不安を抱いている保護者がいる。学校では，教師と生徒の信頼関係を築くとと

もに，生徒の日々の様子を把握し，微妙な変化も見落とすことのないよう努めると同時に，生徒同士

の人間関係づくりを継続的にサポートしていきたい。また，「先生は声をかけたり，話をしてくれます

か」の項目は改善が進んでいるが，引き続き日々の学校生活の中で，生徒一人ひとりとの対話を大切

にし，コミュニケーションを積極的に行うことで生徒理解に努めていきたい。そして，自分の考えや

意見を伝えるとともに，他者の話に耳を傾ける姿勢を生徒が持てるように，教職員が生徒一人ひとり

との対話を大切にし，積極的にコミュニケーションを行って信頼関係を深め，生徒全員が孤立するこ

とがないように生徒の小さな変化に気づくように共感的な生徒理解に努めていきたい。学校のきまり

については，意識は高くなっているが，時間を守るについて３割近い生徒が否定的な回答をしており，

時間に対する意識を高めていきたいと考える。また，あいさつは，かなり意識が高くなって全員が肯

定的な回答をしており，学校のきまりの遵守も意識が高まってきている。当番や係・委員会の仕事，

清掃活動への取組は改善されてきており，継続して指導を行っていきたい。朝食を取っているかにつ

いては，全員が肯定的な回答をしており，今後も健康保持に向けて望ましい生活習慣と食習慣の大切

さについて継続して指導していきたい。校舎の安全管理や衛生指導，保健指導についても，「新しい生

活様式」を継続する中で，生徒たちの健康安全面に配慮しながら指導を行うことができ，今後も継続
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して指導していきたい。学校生活においては，生徒たちが主体的に考え行動できる場面が増えている

が，教室で授業が受けられずに別室で活動している生徒がおり，今後もカウンセラーや関係機関と連

携して指導・助言を得ながら，個に応じた継続的な指導や支援をしていきたいと考える。生徒指導で

は，生徒とのコミュニケーションを日々積極的に行い，学校生活の中で生徒一人ひとりとの対話を大

切にし，常に生徒理解に努めることで，生徒たちが安定した学校生活が送れるように環境づくりを継

続的に行っていきたい。 

 

（４）保護者・地域との連携  

〔達成状況〕ＰＴＡ活動に積極的に関わっているかという項目では，全員の保護者が肯定的な回答をし

ており，全体的に保護者からの協力が得られていることが分かる。２学期は，８月・９月の一部の行

事を除いて白峰祭や芦安文化祭，新人戦，修学旅行等ほぼ予定通りに教育活動が実施できた。学校の

教育活動について情報の提供・公開を行っているかという項目では，９割強の保護者が肯定的な回答

をしており，ホームページや学校・学年だより，電話連絡等で情報の発信を定期的に行い，保護者・

地域との連携に向けた情報共有に努めている。また，保護者や地域の願いや学校に対する要望等に耳

を傾けているかという項目に対して，８割強の保護者が肯定的な回答をしているのに対し，２割弱の

保護者が否定的な回答をしている。家庭での読書は，肯定的な回答は，９割を超えている。学校の朝

読書の活動の延長として，今後も読書の意義を確認しながら今後も読書活動に力を入れていきたい。 

 

〔改善策〕ＰＴＡ活動については，全体的に保護者からの協力が得られており，今後も保護者と教育目

標を共有しながらより多くのＰＴＡ活動へ参加・協力していただけるように工夫・改善し，さらなる

充実を図っていきたい。２学期は，８月・９月の一部の行事を除いて白峰祭や芦安文化祭，新人戦，

修学旅行等ほぼ予定通りに教育活動が実施されており，今後も保護者・地域との連携体制を大切にし，

諸活動が最大限に実施できるように創意工夫をしていきたい。そして，学校ホームページや学校だよ

り・学年だより等を通して，学校の教育活動の情報発信を今後も継続すると同時に保護者や地域の要

望に耳を傾けるために，保護者や地域の方々との日常の対話を大切にしながら，家庭訪問・面談・電

話連絡・アンケート等で，学校の意見や要望等の吸い上げを積極的に行い，学校運営に生かしていき

たい。さらに，生徒たちが安全・安心な学校生活が送れるように，定期的に安全指導や安全点検を行

い，可能な範囲で地域や保護者とともに取り組むようにしていきたい。 

 

（５）学校の特色ある取り組み  

〔達成状況〕２学期は，白峰祭をほぼ通常に近い形で実施でき，演劇についてだけ変更して映画という

新しい試みに挑戦し，生徒たちの思い描く作品が完成し，全体を通して満足感の得られる学園祭とな

った。芦安ファンクラブの方々にご指導をいただき，９月に輪かんじき作りに向けて自然体験学習と

して全校で学校林の枝打ちを行い，１１月末には３年生が輪かんじき作りに取り組むことができた。

また，中学校の英語活動として１対１でのオンライン英会話に取り組み，市教育委員会のＡＬＴに協

力を依頼して，生徒たちが自分で考えた原稿をもとにしたスピーチや英会話に取り組むことができた。
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さらに，１２月末には，地域の方々の協力によって学校の水槽で孵化させたアマゴを学校の池や林周

辺の川へ放流する自然体験活動を実施できた。部活動については，２学期は３年生から１・２年生に

活動がバトンタッチされ，バドミントン部は体力・筋力トレーニングから始まり，部活動指導員の協

力を得ながら実践的練習を行って新人戦に参加し，音楽部は日常の活動に継続的に取り組み，活動が

引き継がれ熱心に取り組んでいる。小中合同行事に関しては，２学期も自然体験活動を含め，イング

リッシュゲーム・英語読み聞かせ・学習サポート等すべての活動が実施でき，生徒たちも積極的に活

動できた。 さらに、２学期は、生徒たちの自治活動として，校則（あしやすスタンダード）について

考え，生徒たちに自ら考えさせ，どうやったら自分たちの学校生活が快適になり，みんなが安心して

過ごせる学校になるか考えさせる機会が持たれ，生徒たちが自分たちのきまりを自分たちで考え作る

ことができ，生徒たちの自治活動が大きく一歩を踏み出した。 

 

〔改善策〕２学期は，白峰祭をほぼ通常に近い形で実施でき，映画という新しい試みに挑戦し，全体を

通して満足感の得られる学園祭となった。活動を工夫しながら新しいことに挑戦できたことは生徒た

ちにとって大きな成果につながったが，今後も創意工夫を重ね活動の幅をさらに広げていきたい。感

染症防止対策を講じ，芦安ファンクラブの方々にご指導をいただき，１０月には輪かんじき作りに向

けて自然体験学習として全校で学校林の枝打ちを行い，その伐採した木々の枝を使って，１１月末に

は３年生が輪かんじき作りを行い，自然体験活動に取り組めたことは大きな成果だった。今後も活動

を工夫し活動の幅を広がられるようにさらに取組を行っていきたい。また，昨年から引き続き，英語

活動としてオンライン英会話に取り組み，市教育委員会のＡＬＴの協力を得て，生徒たちが自分で考

えた原稿をもとにしたスピーチや１対１の英会話に取り組み，英語タイムとしての英語活動が実施さ

れたことで，生徒たちにとって通常の英語の授業とは違ったよい体験となった。活動の幅をさらに学

校外の多くの関係機関や他の中学校へと広げていきたい。さらに，１２月末には，地域の方々の協力

によって学校の水槽で孵化させたアマゴを学校林周辺の川へ放流する自然体験活動も実施でき，生徒

たちが自然や生き物に触れる機会も作られ，今後も活動を継続するとともに，活動内容をさらに広げ

ていきたいと考える。そして，生徒のさらなる成長へとつなげるために，学校行事に加え日常的な生

徒会活動や委員会活動の活性化も進める中で，日常の学校生活の充実をさらに図り，教育活動を展開

していきたい。部活動については，２学期は３年生から１・２年生に活動がバトンタッチされ，バド

ミントン部は体力・筋力トレーニングから始まり，部活動指導員の協力を得ながら実践的練習を行っ

て新人戦に参加し，音楽部は日常の活動に継続的に取り組み，活動が引き継がれ熱心に取り組んでい

る。部活動もガイドラインに基づいて換気とソーシャルディスタンスを意識し取り組んでいるが，部

活動をさらに活性化させるために，生徒たちの声も活動に反映させ自主的な充実した部活動を展開し

ていきたいと考える。小中合同行事に関しては，２学期も自然体験活動を含め，イングリッシュゲー

ム・英語読み聞かせ・学習サポート等すべての活動が実施できたが，その意義や方法について子ども

たちへの理解をさらに深め，より一層活動の成果をあげていきたい。さらに、２学期は、生徒たちの

自治活動として，校則（あしやすスタンダード）について考え，生徒たちに自ら考えさせ，どうやっ

たら自分たちの学校生活が快適になり，みんなが安心して過ごせる学校になるか考えさせる機会が持
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たれた。生徒総会で生徒会本部から校則の修正案が提案されて可決され，生徒たちが自分たちのきま

りを自分たちで考え作ることができた。今後も生徒たちが自分たちの学校生活を過ごしやすくより豊

かなものにするために，自分たちで考え工夫していく活動を今後も多く取り入れていきたい。そして，

子どもたちの自主性や考える力を育成し，主体的・対話的で深い学びに向けた教育活動をさらに充実

させていきたいと考える。 

 

 【重点課題】  

２学期は，新型コロナウィルス感染症予防対策として県下に蔓延防止等重点措置が出され，２学期

始めのＰＴＡ行事の中止や諸活動の制限が行われてのスタートだったが，「新しい生活様式」を継続

する中で，教職員も生徒たちも創意工夫をしながら，実施可能な活動を考え，取り組んできた。その

後，新型コロナウィルスの感染状況が好転し，授業内での発表活動や話し合い活動の充実，「新しい生

活様式」を定着させた日常生活，授業参観や教育講演会，ＩＣＴの活用の充実，特色ある学校教育と

して，小中合同行事の実施，自然体験活動（学校林整備とアマゴ放流）や英語活動（オンライン英会

話）等に取り組んできた。コロナ禍ではあるが，２学期は昨年度に比べて活動の幅がだいぶ増えたと

言える。今後も「新しい生活様式」の中で保護者や地域と教育目標を共有し，教育活動を工夫しなが

ら参加・協力していただき，さらなる教育活動の充実を図っていきたい。芦安中学校として，学校教

育目標のもと，授業や様々な活動を通して，主体的に学びに向かい，ＩＣＴの活用も含め表現活動や

他者との対話によってより深い学びにつなげ，生徒の自治的な意識の高揚を図り，生徒の自己肯定感

や自己有用感を高めていきたい。そして，家庭との連携と家庭学習の充実に取り組み，地域とのつな

がりの中で地域に誇りを持ち，豊かな感性を磨くこと，自他の理解を深めること，様々な個性を受け

入れながら思いやりの心の育成することに努めていきたいと考える。 

 


